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E メールニュース「みやぎの九条」 NO.426 

2024年 11 月 15 日発行／みやぎ憲法九条の会 

仙台市青葉区柏木 1丁目 2-45 フォレスト仙台５F 

Tel：022-728-8812 FAX：022-276-5160 

http://miyagi9jou.sakura.ne.jp/   mail:info@9jou.jp 

 

みやぎ憲法九条の会 第 3回「憲法塾」 

核兵器禁止条約を取り巻く世界情勢と日本政府の対応 

ノーベル賞財団は 2024 年のノーベル平和賞を日本原水爆被害者団体協議会（日本被団

協）に贈ると発表した。長年にわたり、核兵器廃絶運動を続けてきた価値を評価してのこ

とだという。しかし、世界的にみれば核は廃絶の方向に向かうどころか、「核抑止論」に

名を借りた核保有数の増加や、ウクライナとの戦争で核使用をほのめかすロシアのプーチ

ンや核弾頭発射実験を繰り返す北朝鮮など核の脅威はますます強まっている。今回の憲法

塾では日本被団協の闘いの歴史と日本政府

の対応、核兵器禁止条約の発効とその後の

世界情勢の変化を川名世話人が報告する。 

 

日時：2024年 12月 18日（木）14：00～ 

  15：30 

会場：フォレスト仙台 5 階 501会議室（仙 

台市青葉区柏木 1-2-45） 

講師：川名直子さん（宮城県原水協事務局 

長・みやぎ憲法九条の会世話人） 

参加費：無料、どなたでもご自由にご参加 

ください。 

主催：みやぎ憲法 9条の会 

連絡先：Tel：022-728-8812  

FAX：022-276-5160 
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http://miyagi9jou.sakura.ne.jp/   mail:info@9jou.jp 

 

憲法改悪をゆるさない全国署名(11/11現在) 

宮城県内 9条の会連絡会：5,441 筆 他団体：9,306筆 

  県民運動推進連絡会みやぎ集約：14,747筆 

＊署名欄付きハガキあります。宮城県内九条の会連絡会に参加されている地域九条の会に

は必要枚数お送りしますので、みやぎ憲法九条の会事務局までお申し込みください。 

＊署名は県名よりしっかり書きましょう。「〇〇市」などは他県に同名の地名がある場合

は除かれます。もちろん、「同上」「〃」は不可です。国会提出時に大変な苦労となっ

ています。よろしくお願いいたします。 

 

宮城県内九条の会連絡会の街頭宣伝は毎週火曜日 

場所：仙台市中央通東二番丁 平和ビル前。 

時間：12時から 13時まで。 

実施日：11月 26日。12 月 3日、10日、24日。（17日は休みます。） 

 

11 月の「19日行動」 

 19日行動は 2015年 9 月 19日に 9条に違反する「安保法制を強行採決」したことを忘

れず、「安保法制廃棄」を求めて毎月行っている取り組みです。 

●仙台市：11月 19日（火）12:00～13:00  場所：仙台市中央通東二番丁平和ビル前 

●石巻市：11月 19日（火） 15:00～16:00  場所：石巻工業高校前・蛇田交差点 

●涌谷町：11月 19日（火） 13:00～13:30  場所：涌谷公民館前交差点 

●小牛田：11月 19日（火） 13：00～13：30 場所：国道 108号山の神神社前交差点 

●気仙沼市：11月 19日（火） 11：00～11:30 場所：クボ店前 

●名取市：11月 19日（火） 13:00～13:30  場所：名取駅西口前 

●岩沼市：11月 19日（火） 15:30～     場所：二木の松交差点 
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●仙南九条の会：11月 19日（火）11:00～11：30 場所：七ヶ宿町「ファミリーマー

ト」前 

  

  12 月 3 日は澤地久枝さんの提唱「アベ政治を許さない！」Ｄａｙ！！ 

・ 午後 1時キッカリに「アベ政治を許さない！」ポスターを掲げましょう。 

・名取市：ヨークベニマル愛島店前交差点付近 ・涌谷町：涌谷公民館前交差点 

・宮城野原九条の会：坂下交差点  

・小牛田：国道 108号山の神神社前交差点 

 

 地域の九条の会の定例行動(スタンディング) 

・宮城野原九条の会 23 日行動：11月 23日(土・祝) 13：00～13：30 坂下交差点 

・鶴ケ谷地域九条の会：11月 20日(水)11：00～12：00 鶴ヶ谷団地生鮮市場前、 

・加茂九条の会：場所は泉区、北環状線と仙台大衡線の交差点、ショッピングセンター

「ブランチ仙台」前、のぼり旗が目印。 

毎週月・水・金曜日の 7:30～8:15、水曜日 14：00～14：30の週 4 回“ロシアのウクラ

イナ侵略反対”でスタンデイング 水曜日：13:30～14:00 ガザへのイスラエル侵攻反

対でスタンデイング  

毎週木曜日 13:30～14:00「大軍拡・大増税 NO！」でスタンデイング 

 

 

 

 

 

【県内で行われる活動情報】 

東北学院大学図書館主催公開講座案内 

平和憲法をつくった男「鈴木義男の思想」を掘り下げる 
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～東北学院⼤学図書館所蔵の資料を⼿がかりに～ 

「平和憲法をつくった男」として注目を集めることになった鈴木義男の思想について、

「平和の思想」「人権の擁護」「日本国憲法と再軍備批判」をテーマとして参加者の皆様

と共に考えていきます。 

日時とテーマ 

日時 テーマ 定員 

11月 16日（土）14時～16時 「平和憲法をつくった男」鈴木義男 40人 

11月 30日（土）14時～16時 平和の思想 20人 

12月 14日（土）14時～16時 人権の擁護 20人 

12月 21日（土）14時～16時 日本国憲法と再軍備批判 20人 

会場：いずれも東北学院大学土樋キャンパス中央図書館 

申込：事前申込が必要です。次のフォームからお申し込みください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScP2iIsvEuAc3CmmB1LW-

P20zfmaF7SyRgp4tpzVv0vEOh8Og/viewform 

お問合せ：東北学院大学図書館 松村尚彦 

メール：matsumura@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 

 

2024 年第 2回片平九条の会秋のつどい講演 

「６公４民」高負担になった日本-租税と社会保険料を考える 

かつて身分制に縛られていた江戸時代では「5公 5民」と言われた。農民は、収穫毎日の

5 割を年貢として納め、残りの 5割しか手元に残らなかった。しかし、昨今では「5公 5

民」どころか、「6公 4 民」という事態になってきた。むろん、高福祉が実現しているの

であれば、高負担も許容できる。しかし・・・。講演を受け、自由討論してみませんか？ 

 

日時：11月 17日（日）13:00～16：00(受付開始 13：30) 

会場：片平市民センター(仙台市青葉区米ヶ袋 1丁目 1番 35号 · 022-227-5333) 

講師：田中史郎さん（宮城学院女子大学名誉教授） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScP2iIsvEuAc3CmmB1LW-
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScP2iIsvEuAc3CmmB1LW-
mailto:matsumura@mail.tohoku-gakuin.ac.jp
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主催：片平 9条の会 

連絡先：犬飼健郎法律事務所 022-262-5525 

 

2024 ユニセフのつどいｉｎみやぎ講演 

「カカオの国の子どもたちへの支援～１チョコ for１スマイル」 

多くの人を魅了するチョコレート。その原料となるカカオ豆はどこでどのように作られて

いるのでしょう？「チョコを食べる人も、カカオの国で学ぶ子どもたちも、みんなの笑顔

を未来につなぎたい」。森永製菓が 2008年から続けている「１チョコ for１スマイル」

について活動内容や取り組みの背景、課題などをお話します。 

 

日時：11月 22日（金）13:00～15：00 

会場：エル・パーク仙台 6階ギャラリーホール(仙台市青葉区一番町 4-11-1) 

講師：岡本奈津子さん(森永製菓株式会社 コーポレートコミュニケーション部部長) 

報告：東テイモールスタデイーツアーから 

   報告者：河野雪子さん(宮城県ユニセフ協会専務理事兼みやぎ生協副理事長) 

参加費：無料(どなたでも参加できます) 

定員：100人(要事前申込、申込多数の場合抽選。当選者のみ 11月 15 日までに案内状送付) 

申込：ＦＡＸ、はがきでお申込みください。 

   お名前、住所、電話番号、「会場参加」「オンライン参加(メールアドレス)」を明記

して下記までお申し込みください。 

申込先：宮城県ユニセフ協会  

981-3194 仙台市泉区八乙女 4-2-2 みやぎ生協文化会館「ウイズ」内 

電話：022-218-5358 FAX：022-218-5945 受付時間 9:30～16:30 

 

仙台のこどもと教育をともに考える市民の会総会講演 

「校則なくした中学校！！たったひとつの校長ルール」 
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公立中学校での取り組み。「遅刻は取らない。いつ来て、いつ帰っても自由」「教室に入

らなくてもいい」、「制服はあるが、着る、着ないは自由」「校則廃止」「定期テストを

廃止し、小テストへ」など。その基本的考え方は？どんな子どもたちが育ったか、推進し

た校長先生のお話を聞いてみませんか。 

 

日時：11月 30日（土）13:45～16：00 

会場：フォレスト仙台２F第七会議室 

講師：西郷孝彦さん（元世田谷区立桜丘中学校校長） 

主催：仙台のこどもと教育をともに考える市民の会 022-271-8290 

   仙台市教職員組合 

 

中村哲医師 5周年追悼講演会 

「中村哲医師が示すもの～生きること・希望・平和」 

アフガニスタンと日本を結ぶ知恵の水脈。ペシャワール会は中村哲医師のパキスタンでの

医療活動を支援する目的で結成された国際 NGO。「ＰＭＳ」（略 Peace Japan Medical 

Services）は平和医療団・日本総院長の中村哲医師が設立した現地事業体。医療団体です

が、病気の背景には慢性の食糧不足と栄養失調があることから、砂漠化した農地の回復が

急務だと判断し、今なお進行する大干ばつの中、灌漑水利事業に重きを置いて活動中で

す。 

 

日時：12月 1日（金）13:30～16：00（開場 13:00） 

会場：市民活動サポートセンター6階セミナーホール 

第１部講演： 

講師：橋本康範さん(元ペシャワール会現地ワーカー) 

演題：「みんなで農！気持ちは農家に！～身の回りの自然を生かした生活を～」 

第 2部講演 

講師：草場裕之さん（弁護士） 

演題：「中村医師の『積極的平和主義』」 

参加費：500(どなたでも参加できます) 
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定員：80人 

主催：中村哲先生（ペシャワール会）に学ぶ会 

問い合わせ・申込：お名前、電話番号ご記入の上 FAX、電話、メールでお送りください。シ

ョートメールも可。携帯 080-5000-4596（竹井みどり）、FAX：022-377-1731、 

Eメール：zmangegetuzz &bmail.com 

 

吉野作造記念館 2024 年度後期基礎講座「吉野作造の文章を読んでみよう」 

「吉野作造の東アジアを見る眼」 

～吉野作造は中国および朝鮮をどのように語ったか～ 

政治に関する論文、エッセイや日記等の文章を読み進め、何を現代に向けて伝えようと

したのかを「いま」から見つめたり、普段着の作造の姿を見て見ましょう。前期講座に引

き続き中国論として「日支交渉論」(1915年 6月)。「支那革命小史」(1917年 8月)、朝

鮮論として「満韓を視察して」(1916年 6月)、「朝鮮統治策」(1918 年 10月)を読み進め

ていきます。 

 

会場：吉野作造記念館 研修室 

講師：氏家 仁さん（吉野作造記念館館長） 

開催日時：参加したい講座を選択できます。 

第 3回 12月 3日（土）13時～15時 

第 4回 1月 7日（土）13時～15時 

第 5回 2月 4日（土）13時～15時 

料金：無料（常設展・企画展は別途有料です） 

定員：30名 

入館料：一般 500円 高校生 300円 小・中学生 200円 

主催：吉野作造記念館(大崎市古川福沼Ⅰ-2-3 0229-23-7100、Fax 0229-23-4979) 

   E-mail yoshino-npo.fg@blue.ocn.ne.jp 

申込：事前申込が必要です。以下の項目をご記入の上、吉野作造記念館にお申しこみくだ

さい。①名前、②住所、③電話番号、④上記５回の内、希望する講座日程 

mailto:yoshino-npo.fg@blue.ocn.ne.jp
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みやぎ教育文化研究センター2024高校生公開授業 

「ロバートキャンベルさんとたどる戦争のなかの言葉への旅」 

キャンベルさんは、ウクライナの詩人オスタップさんが戦禍を逃れてきた人々から聴き取

ってまとめた本を『戦争語彙集』として翻訳出版しました。戦後世代の私たちは戦争体験

をしていません。戦火の中に生きることを体験せずに済むことは幸せなことです。でも、

この世界を共に生きる人々への想像力はしっかり持ちたい。 

 

日時：12月 14日（土）13:30～16:30 

会場：フォレスト仙台ビル２F第７会議室（仙台市青葉区柏木 1-2-45） 

講師：ロバートキャンベルさん（ニューヨーク市出身、江戸・明治時代の文学研究家） 

募集：高校生（先着 40 名） 

主催：一財）宮城県教育会館 みやぎ教育文化研究センター 

後援：宮城県教育委員会 仙台市教育委員会 

申込・問い合わせ：みやぎ教育文化研究センター 022-301-2403 FAX：022-290-4026 

         mkbkc@forestsendai.jp 

＊なお、教職員、保護者、一般市民の方もまわりから授業を参観していただくことは可能

です。（申込必要） 

 

第 51 回 2025年 2.11 信教・思想・報道の自由を守るみやぎ県民集会 

「東アジア危機を戦争に転化させないために～戦前の教訓をどう活かすか～」 

 

日時：2月 11日（土）13:00～16:00 

会場：仙台国際センター会議棟大ホール（地下鉄東西線「国際センター駅」から徒歩 1

分） 

講師：油井大三郎さん（一橋大学・東京大学名誉教授、鈴木義男の孫） 

入場：無料 

mailto:mkbkc@forestsendai.jp
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主催：靖国神社国家管理反対宮城県連絡会議 

 ◇13 時 10分より、苫米地サトロさん、宮城のうたごえによる歌があります。早めにご

来場ください。 

 ◇講演会後、デモ行進を行います。ふるってご参加ください。 

 ◇託児所を設けます。当日、受付にお申し出下さい。（無料） 

 

【県内九条の会等の活動報告・情報】 

千葉卓三郎から学ぶ会講演会 

「千葉卓三郎と五日市憲法草案」を学ぶ集いに９３人 

11月 14日（木）「千葉卓三郎と五日市憲法草案」を学ぶ集いが開催され、午前 11時

から開催された資福寺にある「千葉卓三郎記念碑」の現地見学に、県内各地から 30名の

参加がありました。また、午後 2時会から仙台市市民活

動サポートセンターで開催された講演会には 93名の市民

の方が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

現地見学では「千葉卓三郎から

学ぶ会」代表の佐藤憲一さんが、建設委員会が昭和 54年(1979年)に設置した当時を振り

返ってお話しくださいました。この碑は 11月 11日に千葉家の菩提寺「資福寺」境内に、

翌 12日の卓三郎の命日に卓三郎が生まれた栗原郡志波姫町役場（現栗原市志波姫支所）

の前に設置され、11月 3日の憲法公布記念日に卓三郎が「日本帝国憲法」起草の活動を
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した神奈川県多摩郡五日市町（現東京都あきる野市五日市）に同時設置されたと紹介され

ました。 

銅板の鋳型は仙台で作られ、石の大きさに合わせてサイズは 3カ所それぞれ少しずつち

がうが、記載されている条文は「五日市憲法草案」から抜粋された 6 か条(基本的人権の

保障、法の前の平等、教育の自由・義務教育、地方自治、人民権利の優位、国事犯の死刑

禁止・陪審制度)で皆同じだそうです。 

千葉家の墓じまいにより、卓三郎の墓地が撤去され、千葉家墓地に一緒に建てられてい

た「千葉卓三郎之墓」標柱が撤去されていることについてお寺の考え方もあるので仕方な

い面もあるが、考えていきたいとお話しました。この墓標には「自由県下不覇郡浩然気村

貴重番地 不平民 ジャパネス国法学大博士タクロン・チバ―氏ここに眠る」と書かれて

いました。見学会ではこの後、千葉家墓地跡、墓じまいされた墓石の置かれているところ

も見学しました。 

 

【2025年憲法9条カレンダーのご案内】  
キッチン、居間、こども部屋等家族の目につきやすいところに下げて、 

毎日9条の訴えを。  

 

●代金・支払方法 

①一般価格1350円＋税です。 

送料別途。 

➁３冊以上は特別価格にて頒布いたし

ます。事務局にご相談下さい。 

●申込：メール又はFAX、電話をくだ

さい。 

FAX：022－276-5160  

電話022-728-8812  

在庫なくなり次第終了します  

 


